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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

  
平成25年度第３四半期

連結累計期間
平成26年度第３四半期

連結累計期間
平成25年度

  
（自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日）

（自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日）

（自　平成25年４月１日
　至　平成26年３月31日）

経常収益 百万円 79,304 86,085 105,587

経常利益 百万円 28,984 29,829 35,786

四半期純利益 百万円 17,500 18,796 －

当期純利益 百万円 － － 21,236

四半期包括利益 百万円 18,863 19,472 －

包括利益 百万円 － － 23,738

純資産額 百万円 148,653 163,765 153,408

総資産額 百万円 938,122 940,523 790,377

１株当たり四半期純利益
金額

円 14.69 15.78 －

１株当たり当期純利益
金額

円 － － 17.83

潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益金額

円 14.67 15.75 －

潜在株式調整後１株当た
り当期純利益金額

円 － － 17.80

自己資本比率 ％ 15.80 17.36 19.36
 

 

 
平成25年度第３四半期

連結会計期間
平成26年度第３四半期

連結会計期間

 
（自 平成25年10月１日
　至 平成25年12月31日）

（自 平成26年10月１日
　至 平成26年12月31日）

１株当たり四半期純利益
金額

円 4.88 5.36
 

（注）１．当社及び国内連結子会社の消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

２．第３四半期連結累計期間に係る１株当たり情報の算定上の基礎は、「第４　経理の状況」中、「１　四半

期連結財務諸表」の「１株当たり情報」に記載しております。

３．自己資本比率は、（（四半期）期末純資産の部合計－（四半期）期末新株予約権－（四半期）期末少数株

主持分）を（四半期）期末資産の部の合計で除して算出しております。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容については、重要な変更はありま

せん。

　なお、当社は当第３四半期連結累計期間において、インドネシアの現地企業と合弁（当社出資比率70％）でＡＴＭ

運営事業会社PT.ABADI TAMBAH MULIA INTERNASIONAL及び事務受託業務を営む会社として株式会社バンク・ビジネス

ファクトリー（当社出資比率100％）を設立いたしました。この結果、当社グループは、平成26年12月31日現在では当

社及び連結子会社３社で構成されることとなりました。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項は発生しておりませ

ん。また、第13期有価証券報告書（平成26年６月19日提出）に記載した「事業等のリスク」に重要な変更はありませ

ん。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の締結は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

以下の記載における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結

子会社）が判断したものであります。

 

（1）業績の状況

①経営成績に関する分析

（当期間の経営成績）

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の景気は、個人消費の分野等で消費増税の影響による回復の遅れが見

られるものの、引き続き穏やかな回復軌道上にあります。

　こうした環境の下、当第３四半期連結累計期間の当社連結業績は、経常収益86,085百万円、経常利益29,829百万

円、四半期純利益18,796百万円となりました。

　なお、セブン銀行単体では、経常収益79,910百万円、経常利益30,692百万円、四半期純利益19,617百万円となり

ました。

    

 
前第３四半期連結累計期間

（百万円）
当第３四半期連結累計期間

（百万円）
増減率（％）

経常収益 79,304 86,085 8.5

経常利益 28,984 29,829 2.9

四半期純利益 17,500 18,796 7.4
 

 

・セブン銀行ＡＴＭサービス

当第３四半期連結累計期間も、セブン＆アイＨＬＤＧＳ．のグループ各社内外へのＡＴＭ設置推進、提携先の

拡大等により、ＡＴＭをご利用いただくお客さまの利便性向上に努めました。この結果、平成26年12月末現在の

ＡＴＭ設置台数は20,616台（前事業年度末比5.6％増）となりました。また、当第３四半期連結累計期間のＡＴＭ

１日１台当たり平均利用件数は102.4件（前第３四半期連結累計期間比7.6％減）、総利用件数は564百万件（同

0.2％減）と推移いたしました。

　なお、平成26年12月末現在の提携金融機関等は、新規提携等により前事業年度末比３社増加し592社
（注）

とな

りました。

（注）ＪＡバンク及びＪＦマリンバンクについては、業態としてそれぞれ１つとしております。

 

・セブン銀行金融サービス

平成26年12月末現在、個人のお客さまの預金口座数は1,346千口座（前事業年度末比10.8％増）、預金残高は

3,519億円（同12.7％増）となりました。個人向けローンサービスの残高は85億円（同62.0％増）となりました。

　また、海外送金サービスは外国籍のお客さまを中心に契約口座数・送金件数ともに順調に増加し、当第３四半

期連結累計期間の送金件数は467千件（前第３四半期連結累計期間比67.0％増）となりました。
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・子会社について

当社子会社のFinancial Consulting & Trading International, Inc.（以下、「ＦＣＴＩ」という）の平成26

年９月末現在の運営ＡＴＭ台数は6,475台となりました。また、ＦＣＴＩの連結対象期間（平成26年１～９月期）

の業績は、経常収益60.2百万米ドル、経常利益1.5百万米ドル、四半期純利益0.7百万米ドルとなりました。

平成26年６月にインドネシアにおいて現地企業と合弁で設立した当社子会社のＡＴＭ運営事業会社PT.ABADI

TAMBAH MULIA INTERNASIONALは、ＡＴＭ設置に向け営業を開始しております。

平成26年７月に設立した当社子会社の株式会社バンク・ビジネスファクトリーは、当社の事務受託に加え他金

融機関からの事務受託事業を展開しております。

 

②財政状態に関する分析

総資産は、940,523百万円となりました。このうちＡＴＭ運営のために必要な現金預け金が612,625百万円と過半

を占めております。この他、主に為替決済、日本銀行当座貸越取引の担保等として必要な有価証券が80,951百万

円、提携金融機関との一時的な立替金であるＡＴＭ仮払金が145,230百万円となっております。

負債は、776,757百万円となりました。このうち主なものは預金であり、その残高（譲渡性預金を除く）は

524,761百万円となっております。なお、個人向け普通預金残高は182,679百万円、定期預金残高は169,258百万円と

なっております。

純資産は、163,765百万円となりました。このうち利益剰余金は98,087百万円となっております。

    

 
前連結会計年度
（百万円）（Ａ）

当第３四半期連結会計期間
（百万円）（Ｂ）

増減（百万円）
（Ｂ）－（Ａ）

総資産 790,377 940,523 150,145

負債 636,968 776,757 139,788

純資産 153,408 163,765 10,356
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③国内・海外別収支

当第３四半期連結累計期間の資金運用収支は、前第３四半期連結累計期間比896百万円増加し38百万円、役務取引

等収支は同4,039百万円増加し70,580百万円、その他業務収支は同13百万円増加し68百万円となりました。

 

種類 期別
国内 海外

相殺消去額
（△）

合計

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

資金運用収支
前第３四半期連結累計期間 △857 ― ― △857

当第３四半期連結累計期間 37 1 ― 38

　うち資金運用収益
前第３四半期連結累計期間 585 ― ― 585

当第３四半期連結累計期間 976 1 ― 977

　うち資金調達費用
前第３四半期連結累計期間 1,443 ― ― 1,443

当第３四半期連結累計期間 938 ― ― 938

役務取引等収支
前第３四半期連結累計期間 65,028 1,513 ― 66,541

当第３四半期連結累計期間 68,170 2,409 ― 70,580

　うち役務取引等収益
前第３四半期連結累計期間 74,781 3,764 ― 78,546

当第３四半期連結累計期間 78,756 6,092 ― 84,848

　うち役務取引等費用
前第３四半期連結累計期間 9,753 2,250 ― 12,004

当第３四半期連結累計期間 10,585 3,682 ― 14,268

その他業務収支
前第３四半期連結累計期間 55 ― ― 55

当第３四半期連結累計期間 68 ― ― 68

　うちその他業務収益
前第３四半期連結累計期間 55 ― ― 55

当第３四半期連結累計期間 122 ― ― 122

　うちその他業務費用
前第３四半期連結累計期間 0 ― ― 0

当第３四半期連結累計期間 53 ― ― 53
 

（注）１．「国内」とは、当社及び国内に本店を有する連結子会社（以下、「国内連結子会社」という。）でありま

す。

２．「海外」とは、海外に本店を有する連結子会社（以下、「海外連結子会社」という。）であります。

３．特定取引収支はありません。
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④国内・海外別役務取引の状況

当第３四半期連結累計期間の役務取引等収益は、ＡＴＭ関連業務81,115百万円及び為替業務1,230百万円等により

合計で前第３四半期連結累計期間比6,302百万円増加し84,848百万円となりました。役務取引等費用は、ＡＴＭ関連

業務13,043百万円及び為替業務695百万円等により合計で同2,263百万円増加し14,268百万円となりました。

 

種類 期別
国内 海外

相殺消去額
（△）

合計

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

役務取引等収益
前第３四半期連結累計期間 74,781 3,764 ― 78,546

当第３四半期連結累計期間 78,756 6,092 ― 84,848

　うち預金・貸出業務
前第３四半期連結累計期間 54 ― ― 54

当第３四半期連結累計期間 64 ― ― 64

　うち為替業務
前第３四半期連結累計期間 884 ― ― 884

当第３四半期連結累計期間 1,230 ― ― 1,230

　うちＡＴＭ関連業務
前第３四半期連結累計期間 71,424 3,764 ― 75,188

当第３四半期連結累計期間 75,023 6,092 ― 81,115

役務取引等費用
前第３四半期連結累計期間 9,753 2,250 ― 12,004

当第３四半期連結累計期間 10,585 3,682 ― 14,268

　うち為替業務
前第３四半期連結累計期間 480 ― ― 480

当第３四半期連結累計期間 695 ― ― 695

　うちＡＴＭ関連業務
前第３四半期連結累計期間 9,052 2,175 ― 11,228

当第３四半期連結累計期間 9,498 3,544 ― 13,043
 

（注）１．「国内」とは、当社及び国内連結子会社であります。

２．「海外」とは、海外連結子会社であります。
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⑤国内・海外別預金残高の状況

○　預金の種類別残高（末残）

種類 期別
国内 海外

相殺消去額
（△）

合計

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

預金合計
前第３四半期連結会計期間 449,949 ― ― 449,949

当第３四半期連結会計期間 524,761 ― ― 524,761

　うち流動性預金
前第３四半期連結会計期間 263,621 ― ― 263,621

当第３四半期連結会計期間 290,186 ― ― 290,186

　うち定期性預金
前第３四半期連結会計期間 184,882 ― ― 184,882

当第３四半期連結会計期間 232,977 ― ― 232,977

　うちその他
前第３四半期連結会計期間 1,445 ― ― 1,445

当第３四半期連結会計期間 1,598 ― ― 1,598

譲渡性預金
前第３四半期連結会計期間 70,760 ― ― 70,760

当第３四半期連結会計期間 30,760 ― ― 30,760

総合計
前第３四半期連結会計期間 520,709 ― ― 520,709

当第３四半期連結会計期間 555,521 ― ― 555,521
 

（注）１．「国内」とは、当社及び国内連結子会社であります。

２．「海外」とは、海外連結子会社であります。

３．流動性預金＝普通預金

４．定期性預金＝定期預金

 

⑥国内・海外別貸出金残高の状況

○　業種別貸出状況（末残・構成比）

業種別
前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

国内 4,303 100.00 8,517 100.00

　個人 4,303 100.00 8,517 100.00

　法人 ― ― ― ―

合計 4,303 ― 8,517 ―
 

（注）「国内」とは、当社及び国内連結子会社であります。また、海外の貸出金期末残高はありません。
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（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた問題はありません。

 

（3）研究開発活動

該当事項はありません。

 

（4）従業員数

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの従業員数に著しい増減はありません。

 

（5）主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。また、前連結会計年度末において

計画中であった重要な設備計画に著しい変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 4,763,632,000

計 4,763,632,000

 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成26年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,191,001,000 1,191,001,000
東京証券取引所
（市場第一部）

完全議決権株式であり、株主
としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式でありま
す。なお、単元株式数は100
株であります。

計 1,191,001,000 1,191,001,000 ― ―

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成26年10月１日～
平成26年12月31日

─ 1,191,001 ─ 30,514 ─ 30,514

 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成26年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式（自己株式等） ─ ― ─

議決権制限株式（その他） ─ ─ ─

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

100
―

株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式
1,190,983,600 11,909,836

同上

単元未満株式 17,300 ― ─

発行済株式総数 1,191,001,000 ― ―

総株主の議決権 ― 11,909,836 ―
 

（注）１．「単元未満株式」欄の株式数には、当社所有の自己株式28株が含まれております。

２．当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容を確認できず、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成26年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

② 【自己株式等】

平成26年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）
株式会社セブン銀行

東京都千代田区丸の内
一丁目６番１号

100 ― 100 0.0

計 ― 100 ― 100 0.0
 

 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しておりますが、資産及び負債の分類並びに収益及び費用の分類は、「銀行法施行規則」

（昭和57年大蔵省令第10号）に準拠しております。

 

２．当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（自平成26年10月１日　至平

成26年12月31日）及び第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年12月31日）に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人の四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

資産の部   

 現金預け金 504,987 612,625

 コールローン 15,000 15,000

 有価証券 98,322 80,951

 貸出金 ※1  5,257 ※1  8,517

 ＡＴＭ仮払金 92,786 145,230

 その他資産 9,633 10,933

 有形固定資産 28,588 31,759

 無形固定資産 34,568 34,729

 繰延税金資産 1,290 830

 貸倒引当金 △56 △53

 資産の部合計 790,377 940,523

負債の部   

 預金 437,588 524,761

 譲渡性預金 760 30,760

 コールマネー － 18,000

 借用金 21,000 26,000

 社債 115,000 110,000

 ＡＴＭ仮受金 40,966 50,728

 その他負債 19,237 14,394

 賞与引当金 396 139

 退職給付に係る負債 120 81

 繰延税金負債 1,899 1,891

 負債の部合計 636,968 776,757

純資産の部   

 資本金 30,509 30,514

 資本剰余金 30,509 30,514

 利益剰余金 88,520 98,087

 自己株式 △0 △0

 株主資本合計 149,539 159,115

 その他有価証券評価差額金 3 157

 為替換算調整勘定 3,613 4,099

 退職給付に係る調整累計額 △119 △82

 その他の包括利益累計額合計 3,497 4,174

 新株予約権 371 449

 少数株主持分 － 25

 純資産の部合計 153,408 163,765

負債及び純資産の部合計 790,377 940,523
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

 【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

経常収益 79,304 86,085

 資金運用収益 585 977

  （うち貸出金利息） 442 809

  （うち有価証券利息配当金） 87 129

 役務取引等収益 78,546 84,848

  （うちＡＴＭ受入手数料） 75,188 81,115

 その他業務収益 55 122

 その他経常収益 117 137

経常費用 50,320 56,256

 資金調達費用 1,443 938

  （うち預金利息） 369 398

 役務取引等費用 12,004 14,268

  （うちＡＴＭ設置支払手数料） 10,562 12,177

  （うちＡＴＭ支払手数料） 665 866

 その他業務費用 0 53

 営業経費 36,856 40,985

 その他経常費用 16 9

経常利益 28,984 29,829

特別損失 289 180

 固定資産処分損 289 180

税金等調整前四半期純利益 28,694 29,648

法人税、住民税及び事業税 11,101 10,575

法人税等調整額 92 278

法人税等合計 11,194 10,853

少数株主損益調整前四半期純利益 17,500 18,794

少数株主損失（△） － △1

四半期純利益 17,500 18,796
 

 

EDINET提出書類

株式会社セブン銀行(E03623)

四半期報告書

14/20



【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 17,500 18,794

その他の包括利益 1,363 677

 その他有価証券評価差額金 △101 154

 為替換算調整勘定 1,465 486

 退職給付に係る調整額 － 36

四半期包括利益 18,863 19,472

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 18,863 19,473

 少数株主に係る四半期包括利益 － △1
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

当第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

 

連結の範囲の重要な変更

　当第３四半期連結累計期間において、新たにPT.ABADI TAMBAH MULIA INTERNASIONAL及び株式会社バンク・ビジ

ネスファクトリーを設立したため、連結の範囲に含めております。

 

（会計方針の変更）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下、「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下、

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込

額の期間帰属方法をポイント基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従業員の平均残存

勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単

一の加重平均割引率へ変更しております。

　これに伴う当第３四半期連結累計期間の期首の利益剰余金、当第３四半期連結累計期間の経常利益及び税金等調

整前四半期純利益に与える影響はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１．貸出金のうち、リスク管理債権は次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成26年12月31日）

破綻先債権額 0百万円 1百万円

延滞債権額 6百万円 14百万円

３ヵ月以上延滞債権額 ―百万円 ―百万円

貸出条件緩和債権額 ―百万円 ―百万円

合計額 7百万円 15百万円
 

 

なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のと

おりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日

　　至　平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日

　　至　平成26年12月31日）

減価償却費 9,015百万円 11,909百万円

のれんの償却額 828百万円 681百万円
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（株主資本等関係）

　

 前第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

 

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月24日
取締役会

普通株式 4,168 3.50 平成25年３月31日 平成25年６月３日
その他利益
剰余金

平成25年11月８日
取締役会

普通株式 4,168 3.50 平成25年９月30日 平成25年12月２日
その他利益
剰余金

 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　　　該当事項はありません。

 

　当第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

 

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月23日
取締役会

普通株式 4,763 4.00 平成26年３月31日 平成26年６月２日
その他利益
剰余金

平成26年11月７日
取締役会

普通株式 4,466 3.75 平成26年９月30日 平成26年12月１日
その他利益
剰余金

 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　　　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　  当社グループは、銀行業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

　なお、金利スワップ取引を行っておりますが、いずれもヘッジ会計を適用しておりますので、注記の対象から除い

ております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は、次のとおりであります。

 

  
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日

　　至　平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日

　　至　平成26年12月31日）

（1）１株当たり四半期純利益金
額

円 14.69 15.78

（算定上の基礎）    

四半期純利益 百万円 17,500 18,796

　普通株主に帰属しない金額 百万円 ― ―

普通株式に係る四半期純利益 百万円 17,500 18,796

普通株式の期中平均株式数 千株 1,190,948 1,190,983

（2）潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額

円 14.67 15.75

（算定上の基礎）    

四半期純利益調整額 百万円 ― ―

普通株式増加数 千株 1,924 2,138

希薄化効果を有しないため、潜

在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額の算定に含めなかっ

た潜在株式で、前連結会計年度

末から重要な変動があったもの

の概要

 ― ―

 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２ 【その他】

 

中間配当　

　平成26年11月７日開催の取締役会において、平成26年９月30日を基準日とする剰余金の配当（第14期の中間配

当）につき、次のとおり決議いたしました。

 

　中間配当金額                          4,466百万円

 １株当たりの中間配当金                　 ３円75銭
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年２月10日

株式会社セブン銀行

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 　 山田　裕行    ㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士    宮田　世紀    ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社セブン

銀行の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から平

成26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社セブン銀行及び連結子会社の平成26年12月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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